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かながわ経済新聞〔ビズログ〕

HEADLINE ▽県内倒産、平成最長の18カ月連続減（2面）　▽県がSDGsアクションファンド募集開始（3面）　▽自家用車を「広告」に活用（4面）　▽ワイヤレス給電、水中でも可能に（5面）　▽特集「コロナに負
けず頑張る企業」（6面）　▽締結部品、自動車分野に拡販（7面）　▽ワクチン保存に「瞬停報知機」活躍（8面）　▽脱炭素にらみシート部品を量産（9面）　▽水上発着可能なドローンを開発（10面）
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県内最大級の工業技術見本市「テ
クニカルショウヨコハマ2022」が2022
年2月2日からの3日間、横浜市西区の
パシフィコ横浜で開催される。今年は

オンライン展示（2月2日から9日間）も
併用するハイブリッド型になる。昨年は
コロナ禍の影響でオンライン展示のみ
だったが、今回からはリアル展示も復活
する。現在、出展企業を募集している。

締め切りは10月15日。
神奈川産業振興センターなどが主

催。「技術が未来を拓く」をテーマに、
最先端の技術や製品を一堂に集め、県
内企業の販路開拓につなげる。今回
で43回目。

リアル展示は600社550小間、オン
ラインでは650社の参加を予定。前回
のオンライン展示会には592社・団体、
577ページの出展があった。

今回はロボットや加工技術、機器・
装置・製品などのゾーンに加え、新
たな働き方などを提案する「ニュー
Working･Lifeスタイル」「カーボン
ニュートラル」や「ＤＸ・ＡＩ・ＩｏT」ゾーン
を新設する。

オンライン展示では、出展者サポー
トとして閲覧者データを提供。併せて
ページ訪問者数、資料ダウンロード数
などのアクセス数の確認ができる。

県内でも裾野が広い自動車産業が
「100年に1度の大変革」とされる中、
帝国データバンク（TDB）横浜支店が
実施した「脱炭素社会に向けた神奈川
県内企業への影響調査」（578社回
答）によると、電気自動車（EV）の普
及について、自社の事業に「プラスの
影響がある」と回答した企業の割合は
19・0％だった。一方で「マイナスの影

響がある」とする企業は15・2％。最
多は「影響はない」の38・6％だった。

脱炭素社会やEV化を「プラス」とす
る企業からは「半導体需要の拡大につ
ながる」（サービス業）など、事業拡大
のチャンスと捉える前向きな声があった
という。

それに対し、「マイナス」の企業からは
「今まで必要だった自動車整備が大きく
減少する危機を感じている。メーカーの
動向を観察して、自動車整備業として
の方向性を考えていきたい」（同）や「地
元にEVスタンドが極端に少ないため、
普及に合わせてスタンドの供給が間に合
うか不安」（同）などの意見があった。

同研究会は、金属加工業やプリント
基板、制御盤、製袋機製造、木製パレッ
ト製造など異業種9社で構成。持ち回
りで実施する企業・工場訪問や事業計
画発表などを通じ、相互理解を深めてい
く。参加企業の事業計画について、各
社が本音で意見を出し合うことで経営
者の「気付き」も促す。現在、オンライ

ン展示会に共同出展する準備も進めて
いる。

町によると、町内には実質1600ほど
の事業所が立地する。ただ、基幹産業
となる製造業は、他地域と同様、後継者
不足などの問題を抱えており、今後の
活性化のためには後継者育成が急務。

そこで、中小支援で豊富な実績があ

る中小企業診断士の高島利尚氏ら、
外部の専門家に「地域経済コンシェル
ジュ」として入ってもらい、産業活性化を
模索。「首都圏の産業振興は企業誘
致ではなく、域内企業をいかに育成して
いくかが重要」（高島氏）との視点に立
ち、町の支援担当と専門家が地元製造
業130社を一社一社訪問し、共通課題
をあぶり出した。

そして「やる気はあるが何をやってよ
いか分からない」という次世代の若手
経営者たちに声を掛け、同じ立場である
経営者たちが “横のつながり”を持ちな
がら成長できるコミュニティの設立を目

指した。
2016年11月にまず、町主導で

同会の準備会を発足。翌年には
正式に発足し、19年4月からは
参加企業による自主運営となっ
た。
■行政も出席し施策反映
現在、定期的な会合には専門

家だけでなく、町の担当者も同
席。そこで出た経営者共通の課
題をくみ取り、実際に町の施策にも反映
させている。

同会の池田博之副会長（湘南技研
社長）は「ざっくばらんに意見を言い合

える経営者のコミュニティ。他社に自社
の事業計画を発信することで（経営者
として）自身も成長する」と話している。
今後は20社程度の参加を目指す。
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寒川で本格化、地域企業成長の新モデルに
若手経営者 「連携」深め成長

中小製造業の若手経営者たちの連携が寒川町で活発化している。町内の異
業種企業で構成される「さむかわ次世代経営者研究会」を通じ、同じ地域にいて
もつながりが薄かった経営者たちが交流を深めながら、経営について本気で議
論、互いの成長につなげようとしている。地元行政と専門家も参加しバックアッ
プ。地域産業活性化の新しいモデルを目指していく。

工業技術見本市「テクニカルショウ」

今回はハイブリッド型開催

経営者同士が意見を出し合う会の様子

コロナ禍前のリアル開催の様子

EVの普及「プラス」２割
TDB横浜支店、県内企業対象に調査

確かな技術と自由な発想
新しいロジスティックを

ご提案します
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